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実績（会社） 電子納品保管管理システム構築の業務実績を多く有しているか。 5 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 18.0

配置予定技術者 電子納品保管管理システムの構築に携わった経験のある技術者を配置可能か。 5 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 30.0

２．費用
システム構築業務に係る
総費用

事業実施に係る必要経費が適切に見積もられ、かつ、県の予算の範囲内であるか。 10 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 60.0

本業務のこれまでの経
緯・目的を踏まえた企画提
案の明確化

委託業務の趣旨を理解し、提案者の基本方針、方向性が示されているか。 10 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 6.0 56.0

導入スケジュール
打合せ、操作説明等、本運用までの作業に関するスケジュールが工程毎に明確に示され
ているか。 5 5.0 5.0 5.0 3.0 3.0 3.0 24.0

電子納品保管管理システ
ム構築

システムの構成・概要が具体的に示されており、想定する業務に適切に対応できる構成と
なっているか。 5 5.0 3.0 5.0 3.0 3.0 3.0 22.0

構築するシステムの基本
機能

・仕様書で示された既存電子納品件数及び今後の電子納品件数（推定）に基づき、クラウ
ドサーバの容量設定について、将来的な運用まで見据え、綿密な検討がなされているか。
・構築するシステム及びその構築作業にあたり、情報漏えい等の情報資産に対する各種
リスクが想定され、具体的な対策が示されているか。
・仕様書に明示されている機能要件以外で、受発注者の業務効率化・簡素化が図られる
機能を検討し、提案しているか。

20 12.0 20.0 20.0 12.0 20.0 12.0 96.0

保守及び運用の手法とラ
ンニングコスト

・システム構築後の運用支援及び保守体制等まで考慮した仕様が提案されているか。
・ランニングコストが明確に算定されているか。また、コスト縮減策について、十分に検討さ
れているか。

15 9.0 9.0 15.0 9.0 9.0 9.0 60.0

利用者への周知と誰もが
使いやすいシステムとす
るための工夫

・運用前の利用者向け説明会など、周知方法が充実しているか。
・業務途中において試験版での試運用を行い利用者の意見聴取を行う等、誰もが使いや
すいシステムとするための工夫が充実しているか。
・受発注者がシステムで処理を行う際、対応可能なデバイスが充実している等により、柔
軟に利用できるようになっているか。
・本システムを利用する受発注者が、容易に扱えるような仕様・デザインが検討されてい
るか。

15 15.0 9.0 15.0 15.0 15.0 9.0 78.0

業務に対する理解度、企画提案の表現力、説明の的確さ、業務に対する意欲があるか。 10 10.0 10.0 10.0 6.0 6.0 6.0 48.0

100 84.0 84.0 98.0 76.0 84.0 66.0 492.0

４．基本事項

５．提案者の技術力及び意欲

合計結果
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３．企画力

評価項目 評価内容 配点

１．提案者の実績等

評価事項


